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塩酸アマンタジンの異常な行動が記録されている事例の概要（年齢順）（効能追加承認から平成19年9月30日まで）  

セフトリアキソンナトリウ  翌早朝から、悪寒あり。意詠ま清明。その後、上肢のふるえ、全身倦怠感あり、本剤投与中  
ム  意識レベルの低下  止。午後、それまで眠っていたが急に興奮してベッド上で暴れまわる。訳のわからないことも  
ツロブテロール  不眠症  いっている。夕方、落ち着く。   
塩酸シプロヘブタジン  
塩酸アンプロキソール  
アセトアミノフェン  

メフェナム酸   

2  BO7009393  女性   8  ファロペネムナトリウム  言葉もれ   回復   インフルエンザと診断し、塩酸アマンタジン内服開始。  
（CO2－4858） クラリスロマイシン   好中球減少症   回復   投与4日目、学校で朝礼中に角の方へ突然フラフラと歩く。帰宅後口腔内に異物をくわえてい  

硫酸セフビロム   情動障害   回復  る。  
運動過多   回復   情動失禁、多弁、多軸見られる。翌日、本剤中止。有害事象発現時の記憶なし。  

3  BO（き026877   男性  12  アセトアミノフエン   異常行動   回復   インフルエンザと診断し、塩酸アマンタジン投与。4時間後、自宅2階へ上がり、ベランダの柵  

に足をかけ飛び降りようとしていたため、家人が引き止めた。その後本剤服用しているが、異  
常行動はみられていない。   

耳・  807003835  男性  13  アセトアミノフエン   異常行動   回復   インフルエンザA型陽性にて塩酸アマンタジン処方。同日夜、39．0度、熱さましシートを頭に  

はった時、シートに′くイ菌がついていると言ってはぎとり、しばらくボーとして家の中を歩きま  
わっていた。その後就寝。－投与2日目、異常行動はみられなかった。   

5  806008383   男性  17  リン酸オセルタミビル  自殺既遂   死亡   オセルタミビル服用し、2時間後に裸足のまま国道に飛び出しトラックにはねられ死亡。  

患者はオセルタミビル処方前に塩酸アマンタジンを服用していた。   

6  BO7009707  男性  38  マレイン酸フルポキサミン  錯乱状態   回復   A型インフルエンザを疑い、塩酸アマンタジンなど3日間投与。  
（GO3－2033）  セフジニル   うつ状態   不明   投与終了2日後、物忘れがひどい、集中力がない、仕事に支陣が出ているとの主訴で受診。  

塩酸アンプロキソール  その夜、自宅で急性錯乱状態となる。  
酸化マグネシウム  自らおかしいと警察へ通報し、警官に付添われ精神科を受診。急に外へとび出そうとする等  
銀咳配合剤  がみられたことから、入院となる。   
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塩酸アマンタジンの異常な行動が記録されている事例の概要（年齢順）く効能追加承認から平成19年9月30日まで）  

■J：将 礁‡  

7  BO5001691   男性  8l  ニトレンジピン   
フロセミド   幻覚   回復   投与2日目、夜間lこ部屋の中を歩き回ったり、自傷行為をした。  
アロプリノール  錯乱状態   回復   投与5日目、本剤投与中止。その後徐々に回復。   
塩酸タムスロシン  
アスピリン  
ファモチジン  
酪酸菌配合剤  
エチゾラム  

8  C98－18236  女性  99  ジアゼパム   易興奮性   死亡   アマンタジン投与開始5日自、目がらんらんとして興奮状態になり幻覚症状によりベッドの下を  
スピロノラクトン   錯乱  のぞき込む動作が何度も見られた。  
シルニジピン   幻覚  投与7日日朝、ベッドの柵をはずしiたちあがったり、不穏状態。  
塩酸プロピベリン   
ジゴキシン   

不安  投与8日日朝、ベッドから転落、顔郡裂傷・打撲、右手打撲。  
独言吾  投与9日日朝、ベッド上座位にしてもすぐに横にくずれる。  

アルファカルシドール  青葉もれ  投与10日日朝、ベッド上ぐるぐる回りベッドのさくに脾をはさんだり、体動が激しくなって、独語  
が多くなる。  
投与11日目午後、多弁、ベッド上体勒が激しい。本剤投与中止。  
投与中止1日目の早朝も入眠せず体勤が多い。  
投与中止2日目の朝、多弁で体勤が活発、ベッドから降りようとする。  
投与中止4日目の朝、妨圭の際に、ベッドの鉄さくの間より頭～肩～腕を突っ込んで上半身垂  
れ下がった状態で発見される。呼吸停止、強面（四肢）のチアノーゼ著明。3時間後、永眠。   
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資料4－4－2－2  異常な行動   

No  l■劇t書  年II ■■  年廿  性欄  PT名称   
▲tな行職の■体杓な鱒爛   

シンメトレル   ■tな行■【書■事■）集   ♯食中か青か 【tt中・0れ  鷺甘暮  覿書中の■●、 ≠■■■から鶉  二ちり卜11リ  －tりして   れ日付・巾割   ヰ中じゃないりり  ■に蜘  ■までの欄傭  ★れ  よ全域サ  体1  ■暮ゐ鐘l  鵬 一t¢■嵐  」・ 事qt書  先に対ナも  恨椚による 叩川嘩椚      旧★料No  tが幻鸞tlていたようだと書っているのか？）   

之㈱／tハエ：  

岬℃繍牡  
ポ旧ハ／1b  

（0l：さ○）：  

1d℃  

【OT：き○）：  

王00Wl／15  1：30   
3l，2℃  

α和一11引和  1  ■  男性  不尽虚NEC  2㈱／1′†l－ 1／柑  不明  不■  不■  ■白  不■l         （0l：∞〉：  
制止℃  

（12：鵬〉：  

3丁℃  
（11；●○〉：  

】†．4℃  
2  

（1丁：油、！○：   

暮■レベルの仕丁  200○／1／15  加用   不明  不■  ■8  不■    不■  不■  不■  不明  不■I  不■  臓：たまぎこ蕪輔磯盲拓き避ぢモ衷許す巧こ薦畠二il猫ニ￥ゐ嘗二「鏑訪韓淋 けに反応して遭暮する（J5¢－Ⅱ－10・－ト封 ．  

二：二案：二 下■    ．．■．＿                             ■乱      脚／1／用  1■：10  0   不■                    でっていた袖に■l氾てベッド上で暮れ粘る．世のゎがb軒、こともいっ  
ている．  

2∝旧′l′柑  
什霊力の艦下書鶴める．  

l／20  ★  
攣機で蠣穐摩に｛の方へ痍薦フラフラと歩く．●毛畿口線内に▲牡をくわえているの  

807∝柑303  1  ■  女性  注暮力■書  l／21  8日  0  紬／t／1I （彙■あり）  なし  不■I  不■  不■－  なし   なし    蓋父■が1つける．計算力の鮭下も触鶴亀められた．  

2  

†／22   
惰■奥｛．鼻弁が集れ．  
▲濃中、惰■大義、蓼JL多軸1られる．元素は口■少ないおとなしい子で、あたか も飲手によも多弁蓼■に＃セしていた 

．  

モの愉、▲書には、■の中毒ぐるぐも歩き（集りほわるといった■♯な行■も饗めら  
れた．   

白                                           1  

8  

200丁／3′2l  

脚丁／8／2I  即■へ上がり、へ■ランrの7エン利こ足書かけ、れび鴨えようとしていた．書人が弗よ．王内  
義：3●℃  

3  80002t柑Tl  12  ■  よ性  ■書抒触  2007／V之8  15：30   X   不■  へ■れよナ．   

以t■■   
土日  0    ∽一年鴨：  

Ilg℃．tl：  
なし  l   

11」・   
脚丁／l／王8  

（拉：閃）：  

■■からtll牡に、れさ零しシートモ爛にはった■、シートにバイ下がついていると  

朋ば℃  
暮ってはぎとり、しばらくポーとして★の中を蓼さ貪わっていた．   

l  OT00313，  1I  ■  鼻性  入★行鴫   20ロ†／●′2●  1l：001■  Z∝lT／1／2l  之1畑   0  1日  不巾     l／21（丁：鵬）ニ  
3＝℃、†王：  

書  丁   
【カ：】l∫℃、  

量1・t舟・‡l℃   

8  80仰附l】  17  ■  男性  自殺■壬   不一l  不■  抑／2  不明   不明  不嘲  蒐亡    不■I  不■  不IR  不嘲  不¶l  不lれ  不明  さ   

80†∝怜10丁  ：柑  ■  ■性  糧乱欄■   2（叩3′1′封ト 1／2l  不明   加Wl／2，  21：00   ×   X  

らおかしいと讐事へil■し 
1巳  不れ  2Wl／2l： 如才℃  書  なし  なし  なし  なし   

l                                            なし  日電で21Wより■性書乳状■になる．自、▼Tに付添わ れ邑洗書檜楓■放憲史■．ri分は胃モー鋸、分かちないJ「おかしくなってしまう】r 鰻感躍！窮慕境野荏脚硝－ ■嵐lさ   l  

皿／粗  
（tO：叩〉：  

■暮 ねTみが1えたり、tに向かつて騒音していた  
細5／之／’2コ  朋ば℃．（柑；  

8050011t‖  8l  ■  男性  幻暮  
丁  之／2■一乙／即  ： 8：弛l一こ30  2∝〉5／之／之l  0．：0011   ○   X  3■何位  l白  ロ     t沖）：き1●℃、  

l／28  
（15創）：   ＼  

●一‾‖‾      21）05／量／2●  0．：   納lゐ串ぎさ薄ま石弓仁一細手篭軌二払‾‾…‥‾‾‾－‾…－‥…‾…■‾‾■‾－‾  

C8tト18230  80  ■  女性  れ■雷性  柑甘8／2／15一 1′2弓  不■   11柑○／ま／20  不明   干■  不明  
死亡    不■  不嘱  不■  不■  不明  不■l  不明  目がちんらんとして■書状鴨になり、ベッドの下藍のぞさ込む■作が何虎も1られ、 † 

子供が雛ちたJと幻鸞鐘状が1られた．  

1別柑／量／20  、明  不弔  不明  ‥ 壬亡  賛嘆郎慾崩離競■兼務訪有－…－ん酎毒頚髄■‾‾‾‾…‾－－   
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